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大　輪　公　壱　『サウンド・オヴ・ミュージックとその編曲について』
１．はじめに
英国の詩人、ギルバート（W.S.Gilbert,1836 ～ 1911）及び作曲家サリヴァン（Arthur 
Sullivan,1842 ～ 1900）に始まるいわゆるミュージカルの歴史－その中で 1950 年代、アメ
リカにおけるミュージカル、その 2 つの偉業はやはり「マイ・フェア・レディ」（1956）と「ウェ
スト・サイド・ストーリー」（1957）であろうか＿＿＿。
前者は F. ロウ（Frederick Loewe,1901 ～ 1988）が、後者はバーンスタイン（Leonard 
Bernstein,1918 ～ 1990）が音楽を書き、後年 1960 年代に共に映画化された。
1907 年、レハール（Franz　Lehár,1870 ～ 1948）の「メリー・ウィドー」がアメリカ
初演され、ドイツ生まれのハーバート（Victor Herbert,1859 ～ 1924）亡き後、バーリン
（Irving Berlin,1888 ～ 1989）、S. ロンバーグ（Sigmund Romberg,1887 ～ 1951）、カーン
（Jerome　Kern,1885～1945）、またユーマンス（Vincent Youmans,1898～1946）やポーター












リチャード・ロジャース（Richard Rodgers,1902 ～ 1979）はアメリカの作曲家で、ド
イツ系ユダヤ人の家系に生まれた。特に作詞家ロレンツ・ハート及びオスター・ハマース
タインⅡ（Oscar Hammerstein Ⅱ,1895 ～ 1960）とのコンビで数多くのミュージカル作品
を残した。
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声から 3 声、そして 4 声へと広がっていく。
全体は序奏～ A ～ A’～ B（冒頭へリピート）～コーダといった構成で、B 部分では A
における主題音型は拡大・縮小されながらポリフォニックに各声部にからみ合う。尚、原
歌詞 * とは異なって流布している日本語版は歌手ペギー・葉山（森繁子 ,1933 ～ 2017）に
よるものである。下記へは原詩及び筆者の拙訳を示した。
*Doe,a deer,a female deer
 Ray, a drop of golden sun
 Me,a name I call myself
 Far,a long long way to run
 Sew,a needle pulling thread
 La, a note to follow sew
 Tea, I drink with jam and bread

















い始めると続いて他の声部がハミングでテノールを支える。原曲は序奏～ A ～ B ～ A か




Maestoso[Andante quasi adagietto] ハ長調　4/4
2 小節間の序奏部の後、バス（バリトン）ソロが「登れ山に、すべての…」と歌い始め
ると、続くフレーズでは他の声部がヴォカリーズによってバス ( バリトン ) を支える。ち
なみにこの旋律はリディア調風であるとともに、主和音は長～短三和音へと微妙な変化を
みせる。全体は序奏～ A ～ A’～ B ～ A’～コーダといった構成であるが特に B 部分では
主旋律に第 1 曲目「サウンド・オヴ・ミュージック」の主題 A がオブリガート的二重対
位法風に絡み合うのが特徴である。
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